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納税のおおがい

そ
の
と
お
ち
で
、
終
学
蹴
波
紋
駁
市
引
の
以
前
に
向
調
在
ム
江
省

欝
払
い
運
転
ば

i

り
市
自
究
所
山
林
研
究
の
批
判
抑
制
を
、
に
輪
開
か
に
品
附
か
し
、
液
検
者
に

大
き
な
家
殺
に
小
山
叫
淡
々
が
に
ぷ
る
、
命
線
引
A

と
れ
告
出
町
附
刊
さ
せ
る
o
f
成的抽出
W

捕
関
川
地
を
椴
び
仁
川
地
い
朝
、
終
山
町
い
か
問
時
心
討
に
な
る
、
@
ば
り
ん
わ
く
と
き
は
、
以
は
抱
mw
制
附
き
に
つ

い
渓
む
戦
時
同
淡
で
禁
止
3
れ
、
そ
に
わ
い
そ
わ
れ
れ
る
、
ふ
反
応
品
開
作
れ
て
な
め
ら
か
に
盗
右
に
齢
制
く

一
れ
で
W

併
殺
を
お
ζ

す
と
、
叩
ゃ
が
い
か
わ
れ
そ
く
な
る
、
@
絞
っ
h
L
品
酬
が
、
ぬ
い
て
い
し
て
く
る
と
線

、
お
も
く
な
り
ま
す
。
制
約
出
ヲ
え

nを
す
一
竺

1

j

?

?

}

勺一
J

ι

j

j

髄
揚
ば
制
抑
が

の
務
次
は
、
に
い
て
い
命
に
か
ろ
、
@
九
九
交
-
一
連
職
議
恭
一
一
一

J

f司

か
わ
る
火
事
故
に
た
り
、

d

M

問
中
法
波
紋
(
一
i
議
濁
綾
幾
野
滋
援
瀦
綴
献
欝
畿
欝
ゾ
ー
も
泌
総

と
さ

2
f
b支
給

裂

が

に

ぶ

日

韓

き

降

車

山

仇

し

ろ

議

主

い

や

ま

ね

る

ま

す

。

践

す

は

語

る

、

の

議

機

重

審

議

翻

議

甑

綴

遣

で

…

カ

が
う
ま
い
し
、
少
し
ャ
ら
い
の
言
ガ
議
離
璽
襲
臨
醐
ふ
人
い

cJ
一

盟

主

と

湘

闘

で

は

ー

と

は

以

わ

な

い

と

え

の

中

選

欝

輯

灘

下

よ

さ

一

一

品

ま

っ

七

自
補
間
し
て
も
そ
れ
は
山
初
対
に
遂
滋
に
か

;
j
j
J
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田湾出しま品ぜu
ん
o

か
り
や
す
く
な
る
、
な
万
と
綴
あ
と
で
と
れ
を
奴
ち
滋
え
す

総
砕
い
w
鳩
山
総
占
有
は
、
山
代
慾
カ
燃
し
て
い
ま
す
。
ょ
う
げ
い
懇
に
援
の
方
に
齢
期
く
が

が
に
ぷ
h

リ
ト
、
議
カ
が
お
と
ろ
え
ま
た
、
名
大
山
w
w
尚
本
教
授
は
な
め
ら
か
に
滋
か
な
い
で
、
途

ス
ピ
ー
ド
げ
い
対
す
る
滅
党
が
低
め
い
て
い
と
線
僚
に
燃
し
次
の
ゆ
師
陣
開
問
か
ギ
ク
ギ
ク
と
動
く
*

下
し
、

w
滞
緩
げ
か
あ
ら
っ
ぽ
く
な
と
お
ち
爽
融
制
的
制
緩
告
穀
食
し
て
ま
た
、
東
大
の
悼
吋
実
数
綬
は

る
と
一
般
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
い
ま
す
。
発
品
閉
め
♂
給
制
滑
を
と
う
い
っ
て
お

:
s
i
l
k
i
-
-
;
 十

時
か
ら
午
後
三
時
吋
ま
で

詞

で

廷

判

員

吋

げ

亨

重

喜

幸

f
z
y

、
J
1
2
J
J
'
J
{
1
w
v
そ
の
他
相
制
叫
献
は
祭
料
、
行

日
対
象
は
や
小
会
議
長
攻
防
拠
出
叫
品
目
閣
か
九
奈
良
が
主
ま
す

に
は
流
氷
点
取
ゴ
ヤ
万
円
以
下
の

m
m
家
人
な
ど
の
恩

法
人
食
品
法
一
で
あ
る
y
L

と
。
品
別
機
絵
組
問
求
加
地
調
鴇
状
出
掛

談
内
引
が
行
五
十
人
円
以
下
で
み
る
と
の
ほ
ど
燃
か
ら
、
総
軍
人

と
と
。
@
月
間
閥
単
品
唱
の
売
ふ
お
翠
困
腕
な
ど
の
ω
品
川
沿
綴
求
世
H
m
w
M
叫

が
一
一
千
万
州
間
以
下
で
あ
る
ζ

と
綴
状
お
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
が

マ
貸
付
糸
件
小
後
付
念
綴
は
あ
り
'
ま
し
に
が
、
そ
の
お
も
な

一一…
γ
M
万
m口
ま
で
で
す
α

ぬ
相
判
事
点
以
次
の
と
れ
い
ち
で
す
の

は
年
八
分
七
同
開
で
す
。
@
協
同
付
ハ
村
山
似
開
場
人
組
中
国
持
怒
の
加
繁
同
閥
抗
柏

酬
明
泌
は
胃
連
総
険
金
の
均
〈
口
五
銭
け
約
求
捻
訓
問
状
れ
出

利
川
市
川
、
殺
備
資
A
却
の
制
鴇
〈
円
は
い
w
a
d
u
M一
期
川
知
仇
和
大
ぷ
ム
ハ
何
時
役
立

川
都
内
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
c
m
w

れ
い
以
リ
刻
印
務
次
設
の
う
ち
、
来

日
怒
川
は
綴
別
と
し
て
川
口
淡
で
す
灼
刻
千
六
百
株
れ
に
つ
い
て
は
、

行
政
担
相
談
窓
筒
く
制
服
盤
調
古
河
に
時
廷
を
附
加
す
O
も

の
の
み
で
あ
る
が
、
本
部
小
山
叩
に

附
川
'
担
問
・
附
悶
に
た
い
す
る
行
は
お
わ
る
終
日
込
み
で
す
。
大
}
比

政
一
一
後
に
つ
い
て
の
お
諸
問
を
次
戸
{
'
j
{
i
j
{
j
j
{
i
i
{
;
J

の
と
お
り
わ
い
と
h

は
い
ま
す
。
…
我
孫
子
地
区
戦
没

w
v
H
潟
三
月
二
十
州
間
口
い
午
前
一
義
慾
霊
祭
お
わ
る

災
市
開
予
品
端
ぱ
内
戦
没
者
附
制
緩
奈

は
一
一
一
月
い
一
日
午
川
間
十
持
か
ら
、

特
訓
孫
子
中
小
山
校
校
械
の
際
帥
盛
期
貯

泌
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

φ

中山

油
開
に
は
系
配
れ
を
は
じ
め
附
関
係
れ

約
一
点
火
十
れ
れ
が
参
加
し
て
、
一
一
一

双
十
内
裁
の
後
を
別
臨
め
ま
し
た

な
れ
、
湖
北
淡
阪
の
階
部
断
発
明

は昨叶
H

ヰ
十
一
日
月
六
十
添
付
に
お

ζ

な
わ
れ
、
市
総
泌
氏
で
は
い
ぷ

H
N
M

…
十
一
闘
に
お
ζ

な
や
つ
予
定

で
す
会

用
問
問
問
金
数

H

丸山略法、

3
M応大

畿
の
た
め
の
金
持
融
機
関
と
し
て

巾
小
企
業
者
な
ど
に
民
民
間
で
郎
内

側刊の出
H
U
開
会
し
て
い
る
ん
凡
滅
的

時
間
綴
滋
で
す
a

事
業
奇
数
む
か
た
や
こ
れ
日

必
要
な
料
丹
念
を
詞
泌

す
る
の
に
、
出
制
限
切
災
品
訴
に
日
り
で

は
ど
う
し
て
も
不
犯
す
る
と
か

銀
行
そ
の
他
の
ふ
珂
除
機
燃
か
ら

は
同
部
う
よ
う
に
品
川

hyら
れ
な
い

と
い
う
よ
う
な
機
一
台
、
そ
う
い

ろ
か
た
に
絞
透
貸
付
が
お
り
玄

す
e恰

官
溺
出
限
付
の
あ
ら
ま
し
は
以

の
と
お
ち
で
す
。

V
祭
付
対
象

m
w
絞
人
全
日
系
ま

ち
ま
す
。

ア
ル

3
1
ん
が
体
的
に
入
る

と
、
繰
既
初
同
作
品
〈
捌
捌
A
W

市
市
の
わ
れ

か
れ
人
織
の
遡
俳
慨
を
つ
か
さ
ど

る
毅
し
い
汐
緩
め
部
品
況
が
マ
と

す
る
。
そ
れ
だ
か
ち
滋
郊
に
か

な
つ
に
由
民
余
な
糊
線
転
者
し
よ
う

と
い
う
務
総
が
眠
っ
て
レ
ま
う

す
な
わ
ち
、
ハ
ン
ド
ル
は
、
お

い
皮
演
の
本
給
に
よ
っ
て
融
制
か

き
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
衡
の
強
い
人
明
、
も

綴
の
中
の
議
銭
的
な
努
滋
カ
が

隊
っ
て
し
ま
ち
の
だ
か
ら
危
険

な
わ
け
で
す
。

欽
相
制
緩
転
件
同
島
河
の
捕
以
組
側
で
す

か
ら
、
自
分
の
た
め
に
も
、
家

族
の
た
め
に
も
、
柑
備
は
ハ
ン
ド

ル
者
絞
れ
て
か
ち
と
い
う
ζ
と

に
し
ま
し
ょ
う
。
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七
料
ゆ
か
ら
国
間
九
州
半
生
ま
れ
ま
で

の
容
に
つ
い
て
は
議
官
況
か
で
す

大
波
十
停
役
ま
れ
以
降
の
を

の
姿
蕊
託
つ
い
て
は
、
活
字
附
背

泳
附
摘
除
途
潟
市
鳴
を
除
主
、
阪
和
利

附
悶
十
〕
年
以
内
開
k
hは
る
見
込
み

期
内
川
敷
の
使

用

は

串

穏

を

柑
内
川
川
区
掛
崎
市
内
お
よ
び
河
川
僚

会
区
域
内
で
、
次
の
よ
う
な
ζ

と
を
お
と
な
う
と
き
は
、
掛
知
仙
紙

省
へ
由
叩
鵠
附
し
な
け
れ
ば
以
な
与
ま

せ
ん
。

①
河
川
敷
の
特
許
作
、
ぬ
制
川
川
路
棋

の
数
枚
、
盟
通
動
機
、
花
だ
ん
、

@
河
川
品
献
の
工
血
印
仙
抑
制
組
僻
岡
、
ゆ

河
川
川
掛
棋
の
土
砂
峨
憾
の
綴
き
く
と

蜘関山山、品
W

制
関
川
川
数
の
あ
し
、
か

や
め
伐
採
、
ぬ
後
防
法
晶
ん
か
ら

ニ
十
メ
・
51
ト
恥
月
以
内
ぷ
弁
戸
、

水
機
、
水
時
間
の
数
時
降
、
出
W
域消防

法
先
か
ら
ニ
十
メ

1
ト
政
以
内

氏
コ
ン
ヴ
事
!
ト
の
工
作
物
品
説

媛
、
③
そ
の
他
し
よ
口
俊
附
m
の
行
為

な
お
、
く
わ
し
い
ζ

と
に
つ

い
て
は
務
総
省
利
線
的
川
下
流
エ

り

け

帆

パ

M
M
M
リ
附

品
言
"
。

O
L
M
A
U
V
R
M

(

2

1

 

響
曲
官

制
約
リ
抗
日
M

N
山
川
机
数
世

悶

G

S

E

W
予

約

ぬ

Lr 
人
的
別
け
山

um
抗
日
仏

m

w

G

2

合

7

同

生

℃

入

山

尚

務

総世

被
入
出

向
湾
総
転
転
齢
相

で
す
。

@
務
滋
絞
叫
樹
お
ま
だ
拍
料
品
材
料
m

m
w
綴
永
を
で
曇
る
人
が
い
る
よ

う
で
す
の
旬
、
核
対
す
る
と
制
部

わ
れ
る
と
き
は
社
会
議
へ
お
問
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

用

途

端

域

の

確

認

奇

家
の
新
築
な
ど
す
る
と
き
托

胸部市
W

叫
制
緩
や
改
擦
な
ど
守
す

る
と
き
は
、
次
ぬ
よ
う
な
と
と

告
知
っ
て
、
建
築
校
、
い
ざ
と

ぎ
の
お
ζ

る
ζ

と
の
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

出w
m
m
出
路
地
域
詩
淑
孜
孫
子
以
謝
肉

は
湾
総
川
端
枕
織
に
翁
叙
さ
れ
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
校
関
柄
、
潟

索
、
糸
工
業
、
ヱ
議
mw
問問拍崎氏

に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
泌
総
で

遂
築
判
明
擦
が
あ
ち
ま
す
a

M
W
γ

ム
漆
消
滅
的
マ
は
、
核
納
税
、

時
間
協
、
鈴
館
な
ど
を
総
築
す
る

と
と
が
で
き
ま
せ
ん
a

M

刊端中
γ
ム
楽
地
域
内
で
は
、
火
災

爆
発
の
危
険
の
あ
る
ヱ
然
、
は

げ
し
い
縫
臭
・
官
村
山
U
H
な
ガ
w
A

幸

山
闘
す
工
場
な
ど
出
世
相
摘
す
る
ζ

と

が
で
き
ま
せ
ん
。

約
一
線
楽
地
欲
的
で
は
、
術
工
業

総
統
山
川
で
祭
止
さ
れ
て
い
る
総

務
、
屑
出
動
協
闘
争
後
川
市
ず
る
も
の

で
作
慾
刷
怖
の
出
作
一
山
総
け
か
百
五
十

本
方
メ

i
ト
ル
を
ζ

え
る
工
場

務
官
事
務
L
m
m
m
手
山
開
駁
所
(
沼
紛

取
狭
山
一
問
問
一
〉
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
事
い
。

附
町
営
持
拡
宅
入

縁

者

き

ま

る

布
伎
に
O
O
J
一
後
地
へ
時
開
設

ゆ
で
あ
っ
た
初
制
問
片
山
宅
け
か
先
叫
践

し
、
入
総
設
を
決
ぬ
る
総
選
点
以

M
V
二
日
月
二
十
七
円
口

ιγ
的
問
十
時
か

ら
第
一
小
学
校
で
材
料
ζ

な
わ
れ

ま
し
た
。

ζ

と
し
吊
り
出
申
込
容
は

十
四
各
で
、
選
考
被
災
出
席
の

も
と
で
お
ζ
な
わ
れ
た
揃
遂
に

よ
ち
、
次
の
方
々
が
入
口
属
す
る

と
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
中
小
排
出
〈
中
前
町
〉
、
時
哨
議
終

〈
獅
僻
〉
、
内
向
除
後
人
〈
制
税
一
戸
)

種
器
削
す
〈
蹴
出
(
我
孫
子
〉
、
奥
義

一
応
縄
市
〈
棟
一
戸
〉
、
骨
関
本
滋
袋

(
我
判
的
手
v

、
総
務
州
問
美
〈
悶
M

な
ど
建
築
す
る
ζ

と
が
で
き
ま

せ
ん
。

M
H
使
間
騎
柏
崎
拙
駒
市
内
で
は
、
官
開
業
総

域
、
機
工
業
泌
総
明
、
祭
政
さ
れ

て
い
る
滋
粉
、
百
制
動
機
を
加
問
削
川

す
る
工
場
で
、
作
品
抽
指
紋
の
隊
一
向

糊
慣
が
五
十
本
泡
メ
ー
ト
ル
を
ζ

え
る
も
の
な
ど
縫
製
す
る
ζ

と

が
で
き
ま
せ
ん
a

品
明
神
障
策
砕
福
知
路
内
v

柑梢
un
円
卓
壱
務
総

す
る
と
き
は
、
諸
問
時
制
御
除
館
市
山
続

審
火
滋
築
主
mw
位
以
、
同
州
各
、

後
築
制
時
孫
、
数
品
地
}
間
以
、
絞
殺

菌
綴
な
ど
春
開
出
入
し
た
時
間
相
対
緩

欄
組
織
議
骨
務
者
都
市
役
尚
総
ヘ
制
附

録
し
て
く
だ
3
い。

品
閣
時
間
ベ
い
市
中
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昭和u年度 予防接離のしおり

予防接穏の種類 該 き出 ぽ 分 実施予定8 草草 }lU 

昭和40年9月113から
41年4月 1 葉自

総事I1U年1月3113までの出生!な

総手話級生手2J]1Bから
41年11月 1 Jtjj 

孝義 重量 総和41年7J]31Bまでの潟会J浴

総和総生存4月小学校入学児議 2 翼耳
42年2J]

!総和総生存3月小学校卒業児童 3 童話
… 一 ー 一 一

問和初年4}ヨ小学校入学児童主 3 綴
よw‘・~ フ チ ヤ 42~F2 月

昭和主21ド3月小学校卒業児議室 4 英詩

ß1H~官 37年 7 J] 1おから
初問

摩守パラチフス 総務13事長F告J]3013までの上旬慾兇 (3函接種} 41年7月

iYF主ド 3 隠宛了者および 4才~SO才 E主吋? (1翻接種) 追加

綴和幼年9月1fヨから
1 葉耳

昭和t1年1月31日までの出俊!厄 (3悶接種)
41主1，，l，.5月

昭和羽生手9J] 1おから 。隣接種〉
i努

昭和必符 1J]31Bまでの出生兇 (40年5月3伶}援穣〉
2 

iPツ リヤ 嗣防む ム日
前日1:tき

昭和41絡2J]1Sから

絡事日主主主幹事J]31おまでの出生児 (3濁接語〉 41絡12月 1 期

~ 
級事IHO.$2fl1おから (1間接種) 42生存2月 期
紹和必然8fl31Flまでの出度児 (40年12J]3図終了者)

2 

絹和401:ド7月1日から
1 鶏

昭和41年 1)ヲ31おまでの出生児
41稼 5J]

昭和40年2fl1日から

昭和生君主ド6J]30おまでの出生児 〈級生手10月1磁終了者〉
2 英霊

急 校 D( 自

〈絞りタ〉 路事録級生手2J] 1協会主ら

綴手段n年6}ヲ30段までの出生児
1 期

必然10月
昭和40年7fl 11:1から

昭義141年 1fl31おまでの出生児 (41年5J] 1閥終了者)
2 綴

生後3カ月以上の希望者
インフルエンザ

、仕1時金ia多 ~4c!三パ、必企ず悩必然
41線11)ヲ 2主主援額

4 ぬ "々と年Y 同

生後3カ月以たの奇襲議務 〈事選腐は 2綴主義種〉 初回.追加
日 ヌド 3後 炎 41まい6J]

小Fド学校主主総の李春夏豪華ま 迫力日

ツベルヲ 小学校入学郊の筑幼児
41年9J]B.C. 30才禾潟で前倒までの総位者

結核皇室長祭器全断 官公庁、会社、工場ミ容の勤務者および小、中、潟粉:役ii?除く在宅者 41年1OJ]

高精密1fn検圧査倒だおよび 40才以上の者 4421年年 1 

事L 児 検 ま多
昭和40年1J]1況から

昭和鉛年12}ij31Sまでの潟主主兇
必然4)ヲ

育 見 総 談 第二金綴日務会主主主所 第三金号室日湖北支所 第rmぎを緩行商工会館 f手 fl 

三才匁検診
昭和38年1fll13から

昭和38年12月31S までの出~児
41年 9J]

血液綴検診 16才以上60才米持論 必然2fl

狂犬病予防機穏(まま議事〉 生後3カ月以上の飼い犬 41年4.10J]

※予防機滋ii?受けられなかった方はただちに然後言葉に逮絡してください。

※定期予防接綴〈インフルエンザ、日本脳炎を徐りおよびツベルクザン反応後支援は然科です。

我諒子町役場保健課
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